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食
の
専
門
家
と

活
性
化

常
陸
太
田
市
に
「
地
域
力
創

造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
と
し
て
、

総
務
省
か
ら
食
環
境
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
金
丸
弘
美
さ
ん
(
日
)

が
派
遣
さ
れ
、
地
産
地
消
な
ど

で
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
く
取

り
組
み
が
始
ま
っ
た
。

地
域
力
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

は
、
自
治
体
の
地
域
活
性
化
策

を
支
援
す
る
同
省
の
「
頑
張
る

地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
一

環
。
先
進
市
町
村
で
活
躍
し
て
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活
動

い
る
職
員
や
民
間
専
門
家
が
、

今
年
度
か
ら
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
全
国
け
市
町
村
に
派
遣
さ

れ
、
県
内
で
は
常
陸
太
田
市
だ

ォ
だ
。
市
な
ど
に
よ
る
と
、
金
丸
さ

ん
は
食
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

と
し
て
も
全
国
各
地
で
活
動
、

食
を
通
じ
た
観
光
振
興
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
期
間
は
来

年
2
月
ま
で
で
、
金
丸
さ
ん
は
、

す
で
に
市
内
の
農
家
や
農
産
物

直
売
所
な
ど
を
視
察
し

h
h

市
は
、
金
丸
さ
ん
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
て
、
地
元
産
の
食

材
を
使
っ
た
学
校
給
食
メ
ニ
ュ

ー
の
開
発
に
力
を
入
れ
た
い
考

え
で
、
お
自
に
は
栄
養
士
や
生

常陸太田市

金
丸
弘
美
さ
ん

h 

産
者
ら
を
集
め
て
研
究
会
を
開

く
予
定
だ
。
ま
た
、
常
陸
太
田

市
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
や
ブ
ド
ウ
な

ど
を
使
っ
た
新
商
品
の
開
発
、

常
陸
秋
そ
ば
の
生
産
風
場
を
紹

介
す
る
テ
キ
ス
ト
「
蕎
麦
の
村

の
物
韮
巴
を
作
成
す
る
な
ど
し

て
、
地
産
地
消
や
地
域
ブ
ラ
ン

ド
化
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し

て
い
る
。

大
久
保
太
一
市
長
は
「
金
丸

さ
ん
に
様
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
て
も
ら
い
、
食
の
面
か
ら
も

市
の
特
色
を
出
し
て
い
き
た

い
。
市
民
が
特
産
品
の
特
徴
を

言
え
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
特

産
品
を
使
っ
て
市
を
元
気
に
し

た
い
」
と
話
し
て
い
る
。


